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プレスリリース 
 

ＦＡＯ（国際連合食糧農業機関）日本事務所 

2007 年 2 月 27 日 

ハイチ共和国被災農民向け食糧自給促進事業の実施 
―日本政府がＦＡＯを通じ 9,000 万円の拠出を決定― 

 

ＦＡＯ（国際連合食糧農業機関）は、日本政府より 9,000 万円の無償資金協力（貧困農民支

援）を得て、旱魃やハリケーンなど自然災害により疲弊したハイチ共和国南部の貧困農民支援事

業を実施する。このための書簡の交換が 2月 27 日ローマにて、ＦＡＯエルベ・ルジュンヌ官房

長と中村雄二駐イタリア国大使との間で行われた。 

ハイチ共和国は、人口約 830 万人の７５％が一日あたり 2ドル以下で生活している最貧困国の

ひとつで、土壌肥沃度の劣化、種子・農機具不足といった構造的問題に加え、2004 年から 2006

年にかけて旱魃やハリケーンなどの自然災害に立て続けに見舞われ、同国の主要産業である農業

部門が多大な被害を受け、農民の生活は窮乏している。特に南部は被害の程度が大きかったにも

かかわらずこれまで十分な支援がなされなかったことから、本事業では南部地域（スュッド県、

グランド・アンス県）の農民を対象に、穀物・野菜の種子、果樹の苗木、農機具等の配布や自然

災害の影響緩和とリスク軽減を念頭においた農法の指導などを行い、農業生産能力の向上と農民

の生計改善をめざす。 

事業の詳細については別紙の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グランド・アンス県

（ハイチ共和国位置図）  （事業対象地域図）

スュッド県 

本件お問い合わせ先： 

ＦＡＯ日本事務所 担当 八木・宮道 

Email: FAO-Japan-Info@fao.org 

TEL : 045-222-1101  FAX : 045-222-1103



別紙 

 

 

 

事業概要 

 

１．実施期間： 1 年間 （２００７年３月 – ２００８年２月） 

２．予算： 9,000 万円 

３．受益者： ハイチ共和国南部 （グランド・アンス県、スュッド県）、農家 約 15,000 戸 

           （ハリケーンの被災農民、種子・農機具が調達できない農民、寡婦世帯など） 

４．背景 

森林破壊により森林面積が国土の２－３％しかなく低地や氾濫原に入植地のあるハイチは、熱帯雨やハリケ

ーンの影響を受けやすい。2004 年 5 月に西部、南西部で集中豪雨、9 月にはハリケーン「ジェーン」が北部、

北西部を襲い、多くの村、平原や河川流域が浸水した。これらにより数千人が死亡し、農地、プランテーシ

ョン、家畜が多大な被害を被った。また、南部、北部、北西部では、長期にわたる旱魃により多くの家庭が

食糧不安の状態に陥り、人道支援に頼らざるを得ない状況であった。それに追い討ちをかけるように、2005

年 7 月にハリケーン「デニス」と「エミリー」が襲来し、同国南部のグランド・アンス県、スュッド県に深

刻な被害をもたらした。同年１０月にはハリケーン「ウィルマ」と「アルファ」により、ＦＡＯの支援を受

け栽培を再開していた農作物が被害を受け、さらに 2006 年のハリケーン「アーネスト」により南部地域の

2500 世帯が被災し、農業に 5億円以上の被害をもたらすなど、度重なる災害が発生してきた。このような

状況下で、総人口の約半分である４００万人の農民が飢餓に瀕していると見られ、特に南部地域にはこれま

でほとんど援助の手が差しのべられてこなかったため、同地域に対する人道支援が切望されている。 

 

５．目標  

農業生産能力の向上と被災農民の生計改善 

 

６．活動内容 

・ 穀物・野菜の種子と農機具の配布 

・ 果樹苗木配布と果樹栽培の促進 

・ 災害の影響を受けにくい農法の指導 

・ ハイチ政府の社会安定プログラム（ＰＡＳ）農業部門実施に対する支援 

 

５． 期待される効果 

・ 農業生産が増大し、農民の生計が向上する。 

・ 果樹栽培による森林面積が増加するとともに、収入源が多様化する。 

・ 農民への指導により、コミュニティレベルでの自然災害リスク管理・軽減農法が促進され、早期警告

情報伝達システムの基礎が構築される。 

 


